
秋 田 巡 検 (斉藤 先生 )

7月 14 - 16 日

7月14日早観 山形県遊佐駅集合より始まったこの巡検は次のような経過 をとった｡

第 1日目,14日,砂丘の土地利用 と開発を見ることを目的VC遊佐駅か ら吹浦駅までの遠々 10k皿

以上vc渡る進軍の後,残雪のみえる鳥海山を見学 し,その日のうちVC秋田に向った｡

二日目, 15日,秋田大学の.ミスに使乗する形 で,大潟村 と男鹿半島を回 9,大潟村vEかいては

その営農についてか話を伺い,男鹿半島では自然景磯VC注目した.三 日目, 16日,秋田市内の見

学 と鳥取をして正午に解散 した｡

私は大潟村の営農 をテーマとしたので, 事前調査 と現地 での説明をもとVCまとめたものを次に書

くことにする｡

大潟村は八郎潟の中央干拓地約 15,700haVe特例VCよ9設置された村 で, ここVCおける常農

紘,農業だけで採算のとれる日本の新 しい純農村の型を示そ うと意図するものであるOそのためVC

当初の計画咲 1戸 10haずつの圃場を与え,経営と機械の利用を6戸で共同に L,最 も労力と

時間の節約できる直緒 を与以上実施することが望ま しhとされてVlたO作るものはすべて米 であるO

〔1〕 裁培様式 初年 (S34年 )は直癌 :手痛 :機械移植が約 4'.5:1の割合で作付されたo

ところが酸化層が不十分だったこと,運悪 く冷筈VC見舞われたこと等 で発芽,発育不振がかこ9,

直感は特に失敗に終わった｡元々手痛vc自信のある人が多いだけに,その後直感は急激vc滅 9,

S44年には前述の比が約 0.5:8.5:1と覆る. しか しその後は機械の改良等によって機械移

植が台頭 し始め, S48年vcは0:5'.5と夜9,収量 も機械が手植 よ9大 きく覆った｡そ して

今年の作付は0:2:8となっている｡当初の目的であった直痛は全滅状態VC夜9,今は実験農

場 で行われているのみであるOオランダでは干陸 してか ら10年,酸化層が厚 く覆るのを待って

作付を始めるのが常識 とVlうか ら, ここVCかいては大変焦 9すぎたことをそ もそ も指摘する必要

があろう｡ しか しこれから土壌が安定すれば,直痛 に新たな希望 がうまれるかもしれ夜Vl｡

〔2〕 作付内容 S46年,米の生産調整vCよる稲作休耕の指示が出され,大規模米作経営をめざ

す大潟村にとっては大混乱がかこったO入植者数に変化 が生 じ,作付内容 も稲作休閑地に飼料作

物 麦,豆,野菜を転作 という処置がとられた｡そ して今生 49年に覆って営農の基本方針は
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水稲単作か ら田畑複合経営に変わるo l人当Dの面積 も511a増え, 当分の間は 7.5haずつ稲

と畑作物 を半々に作付することに在る｡畑作においても機械が駆使されることVCなる.

(3年 坂井陽子 )

那 須 野 巡 検 (浅海先生 )

3月 7-9日

3月7日,私達は,冬の寒さのまだ抜けぬ西那須野駅に降D立 った.那須野巡検のは じまDだっ

た.寒かったのは事実だが,期待 してVlた雪のかけ らさえ見 られず,妙に乾 いた感 じだったのが印

象VC残ってVlる｡

は じめての土地 とV'うのは,大変興味深いものだが,それだけVC不案内で,私達はバスを乗 9こ

した9して,巡検第 1日目か ら失敗 をしてしまった｡ しかし,バスの遵転手さんが, 目的地まで無

料 で乗せてVlってくオち 思いがけず,土地の人々の暖かさVCふれることができたよう夜気がしたO

その日は,郵須野VCついての講義 とスライ ドで終った.

私達の翌 日からの観察=呆題は以下の項 目についてだった｡

1.那須野盆地の地形面の歳別

2.各地形面の構成地質の露頭

3.各地形面上の土地利用景観

4. ポー リ/グ

5. 郵須疏水その他の郵東野の水利

6. 那須岳の火山地形

翌 日は, パス とジープとで,冬枯れの那須野を7ルにまわったという感 じであった｡

宿舎を出て,篭城公園のある小高い丘vC登ると, 金丸腺台地,権限山丘虞,蛇尾川河道が一望VC

見わたせ,遠 く郡東の山々が白 く横たわっていた｡静か夜風景だった｡

バス とジ-プは, ここを起点 とし,金丸原台地 を抜け, まず高岩に着vlた｡ ここで, ポー リング

をし(やってみると,す ぐ傑層にぶつかってしまった),黒磯-伺った｡

黒磯 とその次に行 った西岩崎では,ルー トマ ップ作成のため,比高測定などを行なった｡西岩崎

喧 那須嘩水の取水地 である｡ ここに釆 る途中,那須疏水の改修工事 も見てきたが, これが乏水性
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